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	スライド 1: 　近年薬剤耐性菌が世界的な問題となっており、新たな細菌認識法が求め られている。現行の細菌認識法は、数日以上の培養を要したり抗体等の高 価な資材を必要とするため、その改善が望まれている。筆者らは細菌表面 には種々の糖鎖が存在することに着目し、フェニルボロン酸を糖認識部と して導入した細菌識別法の研究において、ナノ構造体である樹状高分子であるポリアミドアミン（PAMAM）デンドリマーの表面にフェニルボロ酸基を化学修飾することで、グラム陽性菌選択的な細菌認識が可能となることを見出した。さらに細

